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　今日，我が国を取り巻く内外の情勢は，日々めまぐるしく変化しており，特に，新型コロ
ナウイルス感染症の世界規模の感染拡大が既存の社会構造や国際秩序の不安定化を引き起こ
し，我が国の安全保障環境にも少なからず影響を与えています。また，経済分野を含む様々
な領域における米中の対立が激しさを増す中，我が国においても，経済安全保障の観点から
技術流出等に対する懸念が高まっています。こうした変化が生み出す新たな社会不安や脅威
に対し，その予兆の把握を始め，迅速かつ適切に対応していくことが一層求められています。
　公安調査庁は，公共の安全の確保を任務としており，破壊活動防止法や無差別大量殺人行
為を行った団体の規制に関する法律に基づき，いわゆるオウム真理教に対する観察処分を適
正かつ厳格に実施しているほか，我が国の情報コミュニティのコアメンバーとして，国際テ
ロ，我が国周辺情勢，経済安全保障に関する情勢，国内諸団体の動向など，我が国の公共の
安全に影響を及ぼし得る国内外の諸動向について情報を収集・分析し，これを政府関係機関
に適時・適切に提供することで，政府の各種施策に貢献しております。
　令和2年（2020年）における内外の諸情勢を見ますと，国外では，北朝鮮が依然として非
核化に応じず，新型弾道ミサイルを公開して開発の進展を誇示したほか，世界各地で国際テ
ロ事案が依然として続発するなど，我が国の安全保障にとって深刻かつ重大な脅威が認めら
れます。また，中国は，新型コロナウイルス感染症の感染拡大をめぐり，米国との関係が一
層緊迫化する中，「多国間主義」を標ぼうしつつ，自国に有利な外交環境の確保を図っており，
我が国の外交・安全保障への影響が注目されます。ロシアは，プーチン政権の長期化を可能
とする憲法改正を実施し，対外的には国際・地域問題への介入を継続して大国としての存在
感を誇示する中，我が国との間では，北方領土を“自国領”とする姿勢を崩していません。
一方，国内では，いわゆるオウム真理教が地下鉄サリン事件から25年が経過してもなお危
険な体質を堅持しつつ，観察処分への抵抗を強めているほか，過激派が多様な活動を通じて
組織拡大をもくろむなど，警戒すべき動向が認められます。さらには，各国がサイバー戦能
力の強化を図る中，国内外で防衛産業等を狙ったサイバー攻撃が相次いで発覚するなど，我
が国を取り巻く内外の情勢は，依然として厳しいと言わざるを得ません。
　また，令和3年（2021年）3月には，第14回国際連合犯罪防止刑事司法会議（京都コング
レス）が，そして，7月から9月にかけて東京オリンピック・パラリンピック競技大会が，
それぞれ開催される予定です。公安調査庁は，世界中の注目を集めるこれらのイベントの安
全開催に貢献するべく，テロの未然防止や不審動向の早期把握に向けて，情報収集・分析態
勢の更なる強化に努めて参ります。
　近年，官民協力の重要性が一段と高まっており，公安調査庁では，今後とも国民の皆様へ
の情報発信に一層努める所存です。本資料は，公安調査庁がこのような情報発信の一環とし
て，前年の公共の安全に関わる我が国内外の諸動向を取りまとめ，毎年1月に発刊している
ものです。皆様におかれましては，本資料を御活用いただきますとともに，公安調査庁の業
務について御理解及び御支援を賜りますよう，この場を借りて心からお願い申し上げます。

内外情勢の回顧と展望（令和3年版）の発刊に当たって

公安調査庁長官　和田　雅樹
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